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【問合せ】人権啓発センター　☎２２－８０１７（市役所別館１階）

人権コラム　

心、豊かに
市民意識調査報告④

　今回は、「女性の人権問題」についての調査結果をお知らせします。
　「男女平等の実現」についてはグラフ①のとおりです。家庭で「男女平等だと思う」は
男性の方が多く、「女性に不利益だと思う」は女性の方が多くなっており、依然として男
女間の認識の差がうかがえます。
　次に女性の人権で「特に問題だと思うもの」についてはグラフ②のとおりです。「職場
における差別待遇」や「男女の固定的な役割分担意識の押し付け」が高くなっていること
から、今後も職場や地域などあらゆる場で教育・啓発を推進し、男女平等意識の醸成を図
っていく必要があります。

【グラフ①　男女平等の実現＜家庭で＞（１つ回答）】 【グラフ②　特に問題だと思うもの（３つまで回答）】
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男女平等だと思う

ほぼ男女平等だと思う

やや女性に
不利益だと思う

女性に不利益だと思う

やや男性に
不利益だと思う

男性に不利益だと思う

どちらともいえない

■ 男 ■ 女 男女の固定的な役割分担意識
（男は仕事、女は家庭等）の押し付け
職場における差別待遇
夫や恋人など
親しい男性からの暴力
セクシュアル･ハラスメント
売春・買春
女性のヌード写真などを
掲載した雑誌
女性の働く風俗営業
女性だけに用いられる言葉
（婦人など）
特に問題があるとは思わない
わからない

条例の素案を
作る

市の課題など
を話し合う

条例制定まで
の流れ

条例のたたき
台を作る

条例の原案を
作る

条例案を作る

市ホームページの自治基本条例の取組ページに、過去
の会議の内容（資料、会議要旨）を掲載しています。
併せて、自治基本条例に関するご意見も随時、募集し
ています。また、市民ワーキンググループ会議は原
則、公開していますので、傍聴を希望する人は企画課
までお問い合わせください。

【問合せ】〒８７７－８６０１　
　　　　　（住所記載不要）企画課政策企画係
　　　　　☎２２－８２２７（市役所６階）
　　　　　（ＦＡＸ）２２－８３２４
　　　　　（メール）kikaku@city.hita.oita.jp

みんなでつくろう自治基本条例 （第９回）

　市民ワーキンググループ
の様子です。
　平成22年８月から現在ま
でに17回の会議を開く中
で、条例の内容について
議論してきました。

　現在、市民ワーキンググループでは「たたき台」
を作っています。今回は、その中から＜自治の基本
原則＞についてご紹介します。市民、市議会、行政
のそれぞれが主役のまちづくりを目指し、取り組ん
でいくためにあらかじめ共有しておく原則が盛り込
まれます。
【自治の基本原則（案）の抜粋】
・市民がまちづくりの主体であり、取組の自主性を
尊重すること
・互いに市政運営に関する情報を共有すること
・市民参画の機会を保障すること
・補完性の原則に基づいて行うこと
・男女が個人として能力を発揮する機会が尊重され
ること

※補完性の原則：身近な地域の課題が出てきたときに市民
が自らが行動して地域や団体と協力し、解決すること
を基本とし、それでも解決できない課題は市が対応し、
取り組むという考え方

【問合せ】博物館　２２－５３９４

エコ幼稚園・エコ保育園活動報告エコ幼稚園・エコ保育園活動報告エコ幼稚園・エコ保育園活動報告

【問合せ】環境課企画推進係　☎２２‐８３５７（市役所２階）

　市では、幼児期から環境への探究心・好奇心を育成するため、毎年、私立幼稚園・保育園から２園をモデル園
に指定し、環境活動を支援しています。今号では、平成23年度のモデル園の活動結果等を紹介します。

　私たちは「自然の恵みに感謝する気持ち・命や
物を大切にする気持ち」をエコ活動の中心と捉え、
身近なところから取り組みました。自分たちで育
てた野菜のおいしさを味わったり、園周辺のごみ
拾いをしたり、廃材を利用して遊びの中に取り入
れたりしました。そして動植物園の見学では、い
ろんな動物や植物と楽しく触れ合い、改めて命に
ついて考え学ぶことができました。この活動を通
じ、子供たちはもちろん教職員共々、環境への意
識も高まりました。今後もこの気持ちを忘れず、
自分たちでできるエコ活動を続けていきます。

　私たちは、ごみ処理場などの施設見学や野菜く
ずを使っての堆肥作りなどを通して、ごみが実際
に生活の中で役に立つ資源に変わっていくことを
知り、リサイクルに興味や関心を持つことができ
ました。また、緑のカーテン栽培では、例年とは
違う室内の涼しさを視覚からも感じることができ、
緑を楽しみながら、エネルギーの大切さも考える
ことができました。今後も身近なことからエコの
意味を考え、実践していきたいと思います。

平成24年度 エコ幼稚園・エコ保育園交付式
　平成24年度のモデル園がカトリック日田幼稚園とさかえ
保育園に決定し、６月６日に指定書交付式を行いました。

●カトリック日田幼稚園

・水や電気を大切に使います
・みんなで使う物を大切に
使います
・生き物を大切にし、自然
を守ります
「水はキュッ、電気はパチ
ン、みんなで増やそうエ
コレンジャー」

●さかえ保育園

・電気をつけっぱなしにし
ません
・水を出しっぱなしにしま
せん
・給食は残しません
・ごみは減らします
・物を大切にします

認定こども園 緑ヶ丘第二幼稚園

明円寺保育園
緑のカーテン、
涼しいよ～！

野菜くずを使って堆
肥を作りました。ご
みも資源になるんだ
よ。リサイクルに興
味を持ちました。

新聞紙や牛乳パック・
ダンボール…いろん
な廃材を利用して、
楽しい遊びに発展し
ました。

定期的に地域のご
み拾いをしました。
一番多かったのは
…たばこの吸い殻 !

19 2012. 7. 1 182012. 7. 1

※電子申請有り・・・市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。


